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栗
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拓
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現
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一
一
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け
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第
コ
目
測
歴
史
地
理
部
会

　
七
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入
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ご
希
望
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方
は
、
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所
（
史

林
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先
）
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名
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専
攻
お
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び
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希
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明
記
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年
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冊
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え
て
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お
申
込
下
さ
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（
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校
・
図
書
館
等
公
機
関
は
、
会
費
後
払
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構
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作
成
い
た
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ま
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）
ご

入
会
の
際
、
バ
ッ
ク
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せ
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お
申
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番
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研
究
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四
百
字
詰
三
〇
枚
以
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同

四
百
字
詰
二
五
枚
以
内

四
百
字
詰
三
枚
程
度

編
集
委
員
会
宛

　
　
　
「
史
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」
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論
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、
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ゆ
る
巻
頭
論
文
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日
本
史
・
東

洋
史
・
西
洋
史
・
地
理
学
・
考
古
学
の
順
、
各

専
攻
の
中
で
は
時
代
順
・
地
域
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
前
も
っ
て
ご
了
承
お
願
い
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た
し
ま
す
。

委
員
会
だ
よ
り

◇
本
会
の
電
話
番
号
、
京
都
大
学
の
内
線
番
号
の

　
全
面
変
更
に
よ
り
、
此
の
番
号
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
〇
七
五
！
七
七
…
八
一
一
一
　
（
京
都
大
学
）

　
　
　
内
線
　
二
六
二
九

◇
本
誌
へ
の
投
稿
規
定
は
上
記
の
通
り
で
す
。
投

　
稿
資
格
は
、
本
会
々
員
で
あ
る
こ
と
以
外
に
は

　
何
の
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど
し
お

　
寄
せ
下
さ
い
。
現
在
の
原
稿
手
持
状
況
は
、
さ
ま

　
で
多
い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
蒔
間
的
に
さ
し

　
て
御
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
筈
で
す
。

◇
各
位
の
会
費
の
残
高
は
、
撃
墜
「
お
知
ら
せ
」

　
の
通
り
で
す
。
赤
字
の
方
は
、
年
末
ま
で
に
必

　
ら
ず
ご
清
鐸
下
さ
い
ま
す
よ
う
特
に
お
願
い
い

　
た
し
ま
す
。
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